
A　エントランス B　茶屋 C　橋掛かり D　鏡の間 E　能舞台 F　地下へ続く階段 F　光庭 G　庭 H　寺務所 I　花屋橋

要素2
建築による視界の開閉
スケールや明暗の対比が起こる

要素 8
門前の広場性、日常性

要素１
「くぐる」という行為による結界化

くぐることで境界を身体的に意識する

興福寺

要素 5
参道幅の変化

まちから門にかけて道幅が減少する

三条通り

エントランス南側には茶屋を設け
門前の日常性を取り込んだ。

南西をみる
茶屋の窓からは猿沢池が広がる

要素 2
建築による視界の開閉
スケールや明暗の対比が起こる

南をみる
先には鏡の間がみえる

要素 2
建築による視界の開閉
スケールや明暗の対比が起こる

　

要素 7
参道軸が強調された伽藍構造

金色堂

中門
南大門

参道軸

要素 2
建築による視界の開閉
スケールや明暗の対比が起こる

要素 6
高低差による歩行リズムの変化

視線の上下

要素 2
建築による視界の開閉
スケールや明暗の対比が起こる

要素 2
建築による視界の開閉
スケールや明暗の対比が起こる

要素 6
高低差による歩行リズムの変化

視線の上下

要素 2
建築による視界の開閉
スケールや明暗の対比が起こる

要素 3
直線と曲線の交差

要素 6
高低差による歩行リズムの変化

視線の上下

要素 4
段階的な結界構造

南大門 回廊 中門

要素 4
段階的な結界構造

南大門 回廊 中門

要素 4
段階的な結界構造

南大門 回廊 中門

要素 4
段階的な結界構造

南大門 回廊 中門

要素 4
段階的な結界構造

南大門 回廊 中門

　

要素 7
参道軸が強調された伽藍構造

金色堂

中門
南大門

参道軸

要素 2
建築による視界の開閉
スケールや明暗の対比が起こる

要素 8
門前の広場性、日常性

橋掛かりから地下へと続く階段
目の前には木々が広がる。
階段によって
これまでの歩行リズムに
変化が起こる。

光がそそがれる地下空間
瞑想空間としてつかわれる。

瞑想空間を抜けた先には半地下の庭が広がる。
木々の間をゆるやかな階段ですすみ
再び地上へと戻る。

橋をわたると興福寺全体を見渡すことができる。

興福寺の帰路に配置した寺務所
眺望所ではこれまでの参道を一望できる。

動線の最後に花屋を設け
日常性のある風景へと戻るきっかけとした。

人々は
日常、まちへと戻っていく。
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プロセス 1 プロセス 2 プロセス 3 プロセス 4 プロセス 5 プロセス 6興福寺 三条通りプロセス 7
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要素 2
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要素 4
要素 7

要素 2

要素 8

花屋 エントランス 茶屋

X3‐X4断面図　1:100

橋掛かり

能舞台

光庭 庭鏡の間

三条通り

X1‐X2断面図　1:100

X5‐X6 断面図　1:100 X7‐X8 断面詳細図　1:50

X9‐X10 断面図　1:100

X11‐X12 断面図　1:100

五感に働きかける空間 意識へ働きかける空間

橋掛かりでは
視線が広がると同時に
エントランスからの道幅が狭まる。

橋掛かりで広がった視界は
一転して閉ざされる。
銅板に水面が反射することで
視線も落ちる。
能が奉納される際には演者の控室となる。

参道空間のはじまりとなるメインエントランス
明確な門はもうけず、屋根の下をくぐることで
ゆるやかな門の機能をもたせた。
視界がひらけたまちから、視線が一度下がる。

興福寺の参道軸上に位置する能舞台は
真北に金色堂をのぞむ。
年に二度、春と秋に能楽が奉納される。

北東をみる
奉納の夜

自己を意識させる空間 無意識へと向かう空間

北をみる

北東をみる
天井高 5ｍ

南西をみる
地上へのゆるやかな階段がみえる

北をみる
正面には金色堂がみえる

識から智へと変容する空間

南東をみる
奥には猿沢池がみえる

北をみる

全体配置構成

結界１

結界 2

結界 3

結界 4

全体配置は、3つの要素によって構成している。
猿沢池北側の斜面地を利用し、高低差によって参道性をより強めた。

寺務所 寺務所 納経所

眺望所

X1‐X13 断面図　1:100

花屋

識から智へと変容した空間 日常へかえる空間


